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    エコ通勤メールマガジン 第 31 号（2026.1.16） 

 

     発行：エコ通勤優良事業所認証制度事務局 

       （国土交通省大臣官房参事官（交通産業）及び 

        公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団（エコモ財団）） 

┿━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇◆┿ 

 

◇◆主な内容◆◇ 

●寄稿、取組み紹介 

●第 50 回 EST 脱炭素交通創発セミナー「交通分野の脱炭素化のこれまでとこれから」を開催し

ます ！【EST 普及推進委員会、エコモ財団】 

https://www.estfukyu.jp/sohatsu81.html 

●エコ交通応援キャンペーンが始まりました！【滋賀県】 

https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/koho/e-shinbun/oshirase/347644.html 

 

◇◆目次◆◇  （クリックすると各記事のページにジャンプします。） 

1. 寄稿 1（エコ通勤優良事業所認証制度認証事業所より） 

「ヤマハ発動機株式会社のエコ通勤の取り組み事例」 

【ヤマハ発動機株式会社 環境推進部】 

2. 現在の累計認証登録数 

●エコ通勤優良事業所認証登録数 

●うち長期継続認証事業所（満 10 年以上） 

3. 新規認証登録事業所の取組み紹介 

●2025年 11 月 28 日付けで認証登録された事業所 

4. 長期継続認証事業所の紹介 

●2025年 12 月 25 日付けで長期継続認証された事業所 

5. ニュース／トピックス 

6. イベント情報 

7. 取組み紹介（エコ通勤優良事業所認証 制度認証事業所より） 

●「山形市役所におけるエコ通勤（ノーマイカー）の取組み」 

【山形市 企画調整部 公共交通課】 

8. その他 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇◆━━ 
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https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/koho/e-shinbun/oshirase/347644.html
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1. 寄稿 1（エコ通勤優良事業所認証制度認証事業所より） 

 

「ヤマハ発動機株式会社のエコ通勤の取り組み事例」 

【ヤマハ発動機株式会社 環境推進部】 

 

  

ヤマハ発動機株式会社では、環境負荷低減に向けた「環境計画 2050」の実現を見据え、従業員の日常行

動における環境配慮を促す取り組みを積極的に進めています。その代表的な活動が、2004年にスタートした「エ

コ通勤」の推進です。同制度は、従業員一人ひとりが通勤手段を見直すことで CO₂排出量の削減につなげるこ

とを目的としており、現在まで継続的に改善が図られています。   

エコ通勤に関する取り組みは、徒歩・自転車・公共交通機関の利用促進、当社製オートバイ、電動モビリティ

の活用支援、そして低速小型 EV 車両「グリーンスローモビリティ」による送迎など多岐にわたり、ヤマハ発動機な

らではの特色ある内容となっています。 

 

まず、エコ通勤施策の中心となっているのが、当社製オートバイや PAS（電動アシスト自転車）購入時に適用

される「エコ通勤キャッシュバック制度」です。通勤時の四輪車利用からより環境負荷の少ないオートバイや電動

モビリティへの転換を促すべく、当社製オートバイや PAS 購入時には通常の従業員販売割引に加えて、各々あ

る割合でエコ通勤キャッシュバックを上乗せする制度を設けています。 

さらに、公共交通機関の利用促進の取り組みとして、2025 年より本格運用が始まった「グリーンスローモビリテ

ィ」による JR 御厨駅～本社間の送迎が挙げられます。公共交通機関を利用しても駅からの移動を負担と感じ

ることがないような社員の送迎として、朝夕の通勤時間帯に当社製グリーンスローモビリティ（7 人乗り）を導入し、

環境負荷に配慮した移動を提供しています。 

導入にあたっては、磐田市と連携した実証実験により地域交通への影響の少なさが確認され、従業員満足

度の高さから本格導入に至りました。通勤手段としての価値だけでなく、移動中に従業員同士のコミュニケーショ

ンが生まれる場にもなっており、当社製品を活用した新しい通勤スタイルを創出することができました。 

 

また、社内のエコ意識の醸成をすべく、毎月従業員一人ひとりにエコにまつわる行動実践のアンケート調査をお

こなっています。この調査を通じ、各人の取組み状況を可視化すると共に、日ごろからエコ通勤などの環境負荷

低減を心掛けている従業員にはその取組みの度合に応じてノベルティの提供をおこなうなど、従業員のモチベー

ションを高める制度を設けています。 

 

このように弊社のエコ通勤施策は、単なる通勤時の負荷低減に留まらず、従業員の環境意識向上を図る社

内制度や通勤時の利便性の向上などを通じて、多角的かつ実効性のある取り組みをおこなっています。これら

の活動を通じ、通勤時の環境負荷低減に留まらず、従業員参加型の環境経営を体現する企業として低炭素

社会の実現に向けた先進的な取り組みを継続しておこなっていきたいと考えております。 
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======================================================================== 

2. 現在の累計認証登録数 

 

●エコ通勤優良事業所認証登録数 

439 件 842 事業所(2025 年 12 月 25 日現在) 

●うち長期継続認証事業所（満 10 年以上） 

129 件 425 事業所(2025 年 12 月 25 日現在) 

※件： 単独申請の事業所数と共同申請の代表事業所数を足しあわせた数 

※事業所： 単独申請の事業所数と共同申請の全事業所数を足しあわせた数 

 

●エコ通勤優良事業所認証登録事業所一覧(最新)： 

 http://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/data/ecommuters_sougou_ichiran.pdf 

 

======================================================================== 

3. 新規認証登録事業所の取組み紹介 

 

直近 3 ヶ月間に新規認証登録された事業所は、以下の通りです。 

（都道府県別に北から順に、また都道府県内にあっては、登録番号順に記載しています。） 

 

●2025 年 11 月 28 日付けで認証登録された事業所 

【高全工業有限会社】 

 □登録番号 09-0092 

 □栃木県宇都宮市（関東運輸局管轄） 

 □取組み内容の概要： 

  ・パンフレットやメールの配付・掲示 

  ・自転車通勤者への補助制度導入 

  ・駐輪場の設置 

  ・在宅勤務制度の導入 

 

なお、既に認証・登録済みの事業所のうち、「エコ通勤取組み事例紹介」のご提出があった事

業所、あるいは本メールマガジンで取組み内容の概要をご紹介し承認の得られた事業所は、以

下のページでご紹介しております。取組みの参考情報として是非ご覧ください。 

http://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/case.html 

http://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/data/ecommuters_sougou_ichiran.pdf
http://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/case.html
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======================================================================== 

4. 長期継続認証事業所の紹介 

 

直近 3 ヶ月間に更新審査を終え、新たに長期継続認証された事業所は、以下の通りです。 

（都道府県別に北から順に、また都道府県内にあっては、登録番号順に記載しています。） 

 

●2025 年 12 月 25 日付けで長期継続認証された事業所 

 □新規認証登録から満 10 年を迎えた事業所 

： 通常のロゴマークをブロンズ色で囲んだ「長期継続認証ロゴマーク 

（満 10 年以上 20 年未満）」を使用できます。 

登録番号 事業所名 市区町村 登録日 

07-0006 郡山市役所  福島県郡山市 2015/12/28 
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======================================================================== 

5. ニュース／トピックス 

 

●第 50 回 EST 脱炭素交通創発セミナー「交通分野の脱炭素化のこれまでとこれから」を開催し

ます ！【EST 普及推進委員会、エコモ財団】  

EST 普及推進委員会とエコモ財団は、環境的に持続可能な交通（EST）の普及推進を図るこ

とを目的に、2026 年 2 月 16 日に第 50 回 EST脱炭素交通創発セミナー「交通分野の脱炭素

化のこれまでとこれから」を開催します。  

今回のセミナーでは、まちづくりと交通計画の連携による脱炭素的交通政策に関する講演、第 15

回まで続けてきた「EST 交通環境大賞」の受賞団体のその後の取組紹介とともに、意見交換を

通じて EST や交通脱炭素化の社会実装における要件や課題について議論します。  

https://www.estfukyu.jp/sohatsu81.html 

 

●エコ交通応援キャンペーンが始まりました！【滋賀県】 

滋賀県は、公共交通機関の利用促進等を目的として、「エコ交通応援キャンペーン」を実施し

ています。実施期間は 2026 年 3 月 31 日までです。 

県内の対象美術館や博物館へ鉄道・バス・自転車などのエコ交通を利用し、その様子を SNS に

投稿すると各施設で特典がもらえます。 

https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/koho/e-shinbun/oshirase/347644.html 

 

●令和 7 年交通関係優良団体大臣表彰について【国土交通省】 

国土交通省は、地域公共交通に関する取組みに顕著な功績のあった団体等を表彰する 

「令和 7 年交通関係優良団体大臣表彰」の表彰式を 12 月 15 日に開催しました。 

地域公共交通部門で 6 件、グリーン経営部門で 3 件、物流パートナーシップ部門で 1 件を表彰

しました。 

https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo03_hh_000409.html 

 

●エコ通勤に取り組みましょう！【水戸市】 

 茨城県央地域の 9市町村では、公共交通の利用を促進するとともに、過度なマイカー利用がも

たらす地球温暖化問題への意識の高揚を図ることを目的として、エコ通勤チャレンジウィークを実

施します。 

https://www.city.mito.lg.jp/page/113589.html 

 

 

 

 

 

https://www.estfukyu.jp/sohatsu81.html
https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/koho/e-shinbun/oshirase/347644.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo03_hh_000409.html
https://www.city.mito.lg.jp/page/113589.html
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●京急電鉄×Lime 業務連携をスタート！【京浜急行電鉄株式会社】 

京浜急行電鉄株式会社と Lime 株式会社は、連携を本格化し、第 1 弾として、2026 年 1 月

8 日（木）にマイクロモビリティ「Lime」の青物横丁駅前ポートを開業いたします。Lime との連携は、

私鉄事業者として初めてです。 

https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20260108HP_25180MK.html 

 

●東京都市圏の公道で初！ 柏の葉地区で特定自動運行（自動運転レベル 4）の運行開始【東京大学】  

2026 年 1 月 13 日から、東京大学を幹事機関として名古屋大学、産業技術総合研究所、

三菱総合研究所、日本自動車研究所、先進モビリティにより構成する RoAD to the L4 テーマ 4

コンソーシアムと東武バスグループの東武バスセントラルは、柏の葉キャンパス駅と東京大学柏キャ

ンパスを結ぶシャトルバス路線の一部の便において特定自動運行を開始しました。 

https://www.iis.u-tokyo.ac.jp/ja/news/4972/ 

 

●共創型まちづくり組織による地域課題解決へ【芝東京ベイ協議会】 

浜松町芝大門・竹芝・芝浦の３地区でエリアマネジメント活動を行う一般社団法人浜松町芝

大門エリアマネジメント、一般社団法人竹芝エリアマネジメント、一般社団法人竹芝タウンデザイ

ン、一般社団法人芝浦エリアマネジメントは、この度、各々のエリアマネジメント組織が抱える共通

の地域課題を解決し、地域の価値向上を目指す共創型のまちづくり組織「芝東京ベイ協議会」

を 2025 年 10 月 30 日設立いたしました。 

本協議会では、緑に恵まれた浜松町芝大門地区での歴史的な文化財活用や、東京湾岸部

のひらけた水辺を有する竹芝・芝浦地区での賑わい創出や舟運活性化を積極的に進め、地域の

価値向上を図り、活動していきます。 

https://www.bluefrontshibaura.com/news/news_20251031.pdf 

 

●「交通空白」解消パイロット・プロジェクト第６弾を発表します！【国土交通省】 

国土交通省では、「『交通空白』解消・官民連携プラットフォーム」を設置し、官民関係者の幅

広い連携をもとに、全国各地において「交通空白」の解消に向けた取組を進めています。この度、

同プラットフォームの取組の一つである「『交通空白』解消パイロット・プロジェクト」について、第６弾

を発表いたします 

https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo12_hh_000488.html 

 

●定期および更新の報告書の提出期限および報告期間を変更します【事務局】（再掲） 

現行の要綱および要領では、有効期限と提出期限が同日となっており、報告を行う事業所お

よび事務局の事務作業時間が考慮されておりませんでした。2025 年 10月 31 日（予定）に要綱

および要領を改訂し、2026 年 4 月より実態に合わせた提出期限および報告期間での運用を開

始します。 

なお、2026 年 3 月までに登録頂いている事業所に関しては従来通りの形式でご報告頂けま

https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20260108HP_25180MK.html
https://www.iis.u-tokyo.ac.jp/ja/news/4972/
https://www.bluefrontshibaura.com/news/news_20251031.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo12_hh_000488.html
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す。 

 

・報告書の提出期限：１カ月前倒しします。 

 【従来】 登録月の月末 → 【2026 年 4 月～】登録月の前月末 

 （今後）：2025 年 8 月 31 日登録の事業所が 2026 年に報告する場合 

→2026 年 7 月 31 日までに報告書を提出 

 

・報告期間：提出期限と整合性をとるため 1 カ月早めます。 

 【従来】 登録月の前月までの１年間 → 【2026年4月～】登録月の２カ月前までの１年間 

 （今後）：2025 年 8 月 31 日登録の事業所が 2026 年に報告する場合 

→報告期間：2025 年 7 月～2026 年 6 月 

 

・「エコ通勤取組み実績報告のお知らせ」の送付時期：提出期限、報告期間と整合性をとるた

め１カ月早めます。 

 【従来】 登録月の 2 カ月前に送付 → 【2026 年 4 月～】登録月の 3 カ月前に送付 

 （今後）：2025 年 8 月 31 日登録の場合 

→2026 年 5 月 31 日に「エコ通勤取組み実績報告のお知らせ」を送付 

 

・エコ通勤優良事業所認証実施要綱  

https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/data/youkou_2024.pdf 

 

・エコ通勤優良事業所認証制度実施要領 

https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/data/youryou_2024.pdf 

 

・エコ通勤優良事業所認証制度 Q&A 

https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/data/Q&A.pdf 

https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/data/youkou_2024.pdf
https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/data/youryou_2024.pdf
https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/data/Q&A.pdf
https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/data/Q&A.pdf
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======================================================================== 

6. イベント情報 

※イベントの内容・開催日時が変更になる場合があります。最新の情報は主催者のホームページ

等でご確認ください。 

 

●若年層に向けた公共交通の利用促進シンポジウム 

日時: 2026 年 1 月 26 日（月）13:00～17:00 

場所: TKP ガーデンシティ博多 

共済：九州運輸局、九州地方都市整備局 

https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/gyoumu/kikaku/file26-3_00012.html 

 

●ENEX2026 第 50 回地球環境とエネルギーの調和展 

日時: 2026 年 1 月 28 日（水）〜30 日（金）10:00～17:00 

場所:  東京ビッグサイト 

主催：一般財団法人省エネルギーセンター 

https://www.low-cf.jp/east/outline.html 

 

●やまなし公共交通フェスティバル 

日時：2026 年 1 月 31 日(土) 10:00～15:00 

場所：甲府駅北口アシストエンジニアリングよっちゃばれ広場 

     甲府駅北口ペデストリアンデッキなど 

主催：山梨県 

https://www.pref.yamanashi.jp/linear-jks/2019-festival.html 

 

●ZET-summit2026 

日時：2026 年 2 月 2 日（月）、3 日（火）9:00～18:30 

場所：永守重信市民会館 

主催：ZET-summit 実行委員会（京都府、向日市、JR 西日本、京都銀行） 

https://www.zetsummit-kyoto.com/ 

 

●脱炭素社会実現のための都市間連携セミナー2026 

日時: 2026 年 2 月 5 日（木）10:00～12:30 

場所: ANA クラウンプラザホテル松山 

主催：環境省 

https://www.iges.or.jp/jp/events/20260205 

 

 

https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/gyoumu/kikaku/file26-3_00012.html
https://www.low-cf.jp/east/outline.html
https://www.pref.yamanashi.jp/linear-jks/2019-festival.html
https://www.zetsummit-kyoto.com/
https://www.iges.or.jp/jp/events/20260205
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●グリーン経営認証取得講習会 

日時：2026 年 2 月 10 日（火）10:00～12:00（倉庫・港湾運送・旅客船・内航海運） 

13:30～15:30（トラック・バス・タクシー） 

場所：オンライン開催 

主催：国土交通省中国運輸局 

https://wwwtb.mlit.go.jp/chugoku/content/000363438.pdf 

 

●RACDA 設立 30 周年記念 都市交通フォーラム 2026 

日時：2026 年 2 月 11 日（水）13:30～16:30 

場所：山陽新聞さん太ホール 

主催：NPO 法人公共の交通ラクダ(RACDA) 

https://racda-okayama.org/archives/5256 

 

●サイクルツーリズムシンポジウム 2025～2026 

日時：2026 年 2 月 11 日（水）12:30～16:30 

場所：コラボしが２１ ３階 大会議室 

主催：歴史街道推進協議会、輪の国びわ湖推進協議会 

https://www.biwako1.jp/news/20251218135642.html 

 

●第 50 回 EST 脱炭素交通創発セミナー「交通分野の脱炭素化のこれまでとこれから」 

日時：2026 年 2 月 16 日（月）14:30～17:50 

場所：ハイブリッド開催(東京都立産業貿易センター浜松町館＋オンライン配信) 

主催：EST 普及推進委員会、エコモ財団 

https://www.estfukyu.jp/sohatsu81.html 

 

●グリーン経営認証取得講習会 

日時：2026 年 2 月 17 日（火）10:00～12:00（倉庫・港湾運送・旅客船・内航海運） 

13:30～15:30（トラック・バス・タクシー） 

場所：オンライン開催 

主催：国土交通省九州運輸局 

https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/content/000363163.pdf 

 

●グリーン経営認証取得講習会 

日時：2026 年 2 月 20 日（金）13:30～15:30（倉庫・港湾運送・旅客船・内航海運） 

場所：AP 西新宿 A ルーム（５階） 

主催：国土交通省関東運輸局 

https://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/koutuu_seisaku/green_keiei/index.html 

https://wwwtb.mlit.go.jp/chugoku/content/000363438.pdf
https://racda-okayama.org/archives/5256
https://www.biwako1.jp/news/20251218135642.html
https://www.estfukyu.jp/sohatsu81.html
https://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/content/000363163.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/koutuu_seisaku/green_keiei/index.html
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●グリーン経営認証取得講習会 

日時：2026 年 2 月 25 日（水）10:00～12:00（倉庫・港湾運送・旅客船・内航海運） 

13:30～15:30（トラック・バス・タクシー） 

場所：オンライン開催 

主催：国土交通省東北運輸局 

https://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/content/000364931.pdf 

 

https://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/content/000364931.pdf
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======================================================================== 

7. 取組み紹介（エコ通勤優良事業所認証 制度認証事業所より） 

 

●「山形市役所におけるエコ通勤（ノーマイカー）の取組み」 

【山形市 企画調整部 公共交通課】 

 

山形市（以下、本市）は山形県中央東部に位置し、四方を山々に囲まれた自然豊かな都市です。本市で

は 2 大ビジョンの「健康医療先進都市」と「文化創造都市」をかかげ、『「まち」・「ひと」・「しごと」公共交通が全て

を繋ぐまち』を目指し、公共交通の整備や持続可能な公共交通ネットワークの構築に取り組んでいます。 

 

現在、本市では通勤や買い物など日常生活において自家用車を利用する割合が高く、交通渋滞や環境負

荷の増大など、自動車に依存する生活スタイルの見直しが求められています。こうした中で、職員一人ひとりが

率先して環境に配慮した行動及び健康増進を実践する取り組みとして、令和３年度から「ノーマイカー通勤」を

行っています。これは、公共交通機関、自転車、徒歩など自家用車以外の手段で通勤する日を設け、地球温

暖化防止や健康増進を図るものです。 

 取り組みの定着を図るため、実施日前日に職員への周知を行い、参加の呼びかけを行っています。公共交通

の運行情報等を定期的に庁内で共有し、職員が移動手段を選択しやすい環境整備にも努めています。さらに、

混雑の回避や柔軟な勤務形態の推進を目的に、「時差出勤制度」を導入し、公共交通利用や徒歩通勤をし

やすい環境を整えています。 

 これまでは「ノーマイカーデー」として月２回（第２・最終金曜日）としていましたが、令和７年１１月から各自が「ノ

ーマイカーデー」を設定し、実施する方式に見直し、職員の業務や生活スタイルに合わせて柔軟に取り組める仕

組みとしました。 

 

また、本市ではノーマイカー通勤の推進とあわせ

て、市民全体がマイカーに頼らず移動できる環境づ

くりにも力を入れています。市内中心部では、短距

離移動を便利にする「ベニちゃり（コミュニティサイク

ル）」の拡大を進めており、観光や買い物などでも気

軽に利用できる新たな移動手段として定着しつつ

あります。加えて、高齢者や交通不便地域の住民

の移動手段を確保するため、コミュニティバスや相乗

りタクシーを導入し、持続可能な公共交通ネットワ

ークの構築を推進しています。これらの施策は、ノー

マイカー通勤と連動し、環境負荷の低減や地域交

通の利便性向上に寄与しています。 

 

 今後も本市では、職員の行動変容を市民への波及につなげ、環境にやさしく、健康的で持続可能なまちづく
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りを推進していきます。 
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======================================================================== 

8. その他 

●総合的な交通体系を目指して総合交通メールマガジンを発行しています！【国土交通省】 

 https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html 

●交通環境学習(モビリティ・マネジメント教育)メールマガジンを発行しています！【エコモ財団】 

 https://mm-education.jp/mailmagazine.html 

●環境的に持続可能な交通（EST）メールマガジンを発行しています！【EST 普及推進委員会

事務局（エコモ財団）】 

 https://www.estfukyu.jp/mailmagazine.html 

●グリーンスローモビリティに関する情報を掲載しています！【エコモ財団】 

 https://www.ecomo.or.jp/environment/gsm/gsm_top.html 

●「運輸・交通と環境」を発行しています！ 

 （日本語版）【国土交通省監修・エコモ財団発行】 

 https://www.ecomo.or.jp/environment/unyukotsutokankyou/index.html 

 （英語版）【エコモ財団発行】 

 https://www.ecomo.or.jp/english/tej.html 

●エコ通勤・職場モビリティ・マネジメントをはじめとするモビリティ・マネジメントについての各種情報

を掲載しています！【一般社団法人日本モビリティ・マネジメント会議（JCOMM）】 

 https://www.jcomm.or.jp/ 

 

●記事募集中！【事務局】 

 本メールマガジンへの掲載記事を募集中です。 

 エコ通勤あるいは職場モビリティ・マネジメント、さらにはそれらと広く関連するテーマ（地域公共交

通活性化、徒歩、自転車、地域モビリティ確保など）での取組みや話題、催し物の案内等を事務

局までお寄せください。 → E-mail：ecommuters-news@ecomo.or.jp（担当：内藤） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇◆━━ 

発行：エコ通勤優良事業所認証制度事務局 

   （国土交通省総合政策局大臣官房参事官（交通産業）及び 

    公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団（エコモ財団）） 

エコ通勤ポータルサイト: https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000073.html 

認証制度 HP: https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/ecommuters_top.html 

 

＜お問い合わせ先＞エコ通勤優良事業所認証制度 事務局 メールマガジン配信担当 

         （公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団）  担当 内藤 

 E-mail: ecommuters-news@ecomo.or.jp  TEL: 03-5844-6268  FAX: 03-5844-6294 

 バックナンバー閲覧: https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/mailmagazine.html 

 ※ 配信先の新規登録・変更希望の場合は、登録事業所名、配信先担当者の所属部署、 

   役職、氏名、E-mail をお知らせください。ただし、対象は認証登録事業所です。 

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html
https://mm-education.jp/mailmagazine.html
https://www.estfukyu.jp/mailmagazine.html
https://www.ecomo.or.jp/environment/gsm/gsm_top.html
https://www.ecomo.or.jp/environment/unyukotsutokankyou/index.html
https://www.ecomo.or.jp/english/tej.html
https://www.jcomm.or.jp/
mailto:ecommuters-news@ecomo.or.jp
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000073.html
https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/ecommuters_top.html
mailto:ecommuters-news@ecomo.or.jp
https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/mailmagazine.html

